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ちょっとした判断の誤りが国を変える 

民主党選択は取り返しのつかない犯罪 

 
  
 皆さん、中條でございます。加瀬さん、柄にもない社長さんになって、おめでとう（笑い）。それから私の尊敬する学者さんもここ

におられるけど、何で学者の人たちは教科書でこの国家の大事なときに争って分裂したのか、私は全く判らないのですよ。無念

でならない。 
  
 学者の人たちも国家の大事の前に「大同小異」でやるべきではないのか、私はこう思うのですね。その意味で私が一番尊敬す

る加瀬さんが自由社を引き受けて下さったことで、学者さんのトラブルも解決するのではないか、こういう希望を持っています。 
  

  
 戦争体験組の保守派として人気の高い中條高徳氏の挨拶から 
  

 こんど出来た教科書の内容を私、見させて頂きました。「軍艦大和」がある。これ、いまの日本の世相からいったら右

翼の固まりのようだ、という批評があるかも知れません。しかし、私も職業軍人の道を歩んできただけにね、我々は力が足りなく

て負けただけの話しなんですね。 
  
 だから日本が悪かったから負けたのではなくて、戦争の原理原則は「力の強弱の結果」だけなんです。いや、これは一分の間

違いもないのですよ。それなのに64年前に日本が不幸にして負けたら、日本が全て悪いと。戦争の勝ち負けを調べてみると全て

勝者の論理で展開される。 
  
 特に占領期間の六年八ヶ月は当たり前のことなんですね。勝った占領軍が日本で何をしたか、私はそれをこの目で、この耳で

みてきました。「勝ち組が占領地に到達したときは、余程のことがない限りその国の法律を変えてはならない」という今も存在して

いる国際法があります。 
  
 しかるに64年前、国際社会が見ている前でですよ、修身教養、歴史、地理を教えちゃいかん。もっと凄まじいのは憲法を変えた

ということ。このことを、何故賢い日本人が64年間も気がつかないのでしょうか。皆さんが選択した政治家達は何をしてきたの

か。 
  
 この国が命をかけて戦った、しかも軍人が戦争を決めたわけではないですね。昭和十六年十二月八日、そのときの日本は立憲

君主国でした。国会が戦争という重大事項を決めたのですよ。これは間違いありません。つまりあなた方の、あるいはあなた方の

両親が決めた戦争です。 
  
 ですから軍人は国家の決定に対して、悲しい性（さが）を受け持つのが軍人の役割なんですよ。それを全て軍人が悪かったと。

それは悪い点もあったんですよ。あったけど64年間も時を過ごしてきたとうのは、重大なる国民の怠慢だと思う。 
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 そして負けて十年、昭和三十年、1955年には心ある日本人がいました。自民党が結成されました。その自民党の綱領第一項

は「憲法改正」ですよ。それなにの経済的な豊かさに心を奪われていまだに手もつけていないのです。 
  

  
 教科書にはじめて取り入れられた「戦艦大和」のページ 
  
 ですから、この教科書を見せて頂いて、ああ～、いよいよ今日お集まりの皆さんの情熱が結集されてきたなと思いました。今日

は民主党の先生もいらっしゃいますが、私は次の選挙で民主党を選んだら、取り返しのつかない国家の過ちを犯すことになると

思う。 
  
 何故か、かって自民党は数合わせのために社会党と手を組んで、自衛隊は憲法違反だといってきた村山富市を首相に担い

だ。これは私は国家的な犯罪だと思う。しかし国民はそれを許したでしょう。その結果、どうなったか。「村山談話」というものがい

まだに尾を引いているでしょう。 
  
 そういったことは結論として教科書問題をはじめ全てのことに影響しているのではないでしょうか。あなた方の選択のちょっとし

た誤りが国家の運営を変えるのですよ。 
  

 民主党は日教組と離れたら別ですよ。でも日教組に金まで出してもらって応援を受けている

党に、自民党がだらしないからと民主党を選択したら、村山政権の時よりも遙かに大きな国家的な犯罪になると思うのです。 
  
 ですから皆さん、今回出来た教科書も、加瀬さんの自由社も私は応援していこうと思います。皆で具体的に協力しないと「思い」

は実現しませんよ。それが国益のためにも彼の会社のためにもなることなのです。ちょっと言いすぎたかも知れませんがご挨拶

に代えさせて頂きます。（拍手） 
  
_/_/      _/_/    _/_/_/   _/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 
  
・ 『日本人の歴史教科書』出版と加瀬英明さんの自由社を応援する会で、来賓代表として挨拶し中條高徳氏（アサヒビール名誉

顧問、日本国際青年文化協会会長）のスピーチを要約してみました。 
  
・ 個人的には、開戦は軍人が決めたのではない、国会が決めた、それはすなわち日本国民が決めたといいきっている点が滅多

に聞けない言葉だと受け止めました。 
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タグ： 日本人の歴史教科書  中條高徳  株式会社自由社  加瀬英明  憲法改正  軍艦やまと   

  
・ また国民の「ちょっとした判断の誤り」が国を変えるというのも、正にその通りだなと思います。「日教組と離れたら別」というの

は正に「民主党」のあり方の核心をついていると思いました。 
  
・ 新しい歴史教科書をつくる会ホームページ 
  

カテゴリ： 政治も    フォルダ： 指定なし コメント(12) 

コメント(12) 

コメントを書く場合はログインしてください。 

2009/04/26 13:34Commented by AW さん 

> 開戦は軍人が決めたのではない、国会が決めた、それはすなわち日本国民が決めた

といいきっている点が滅多に聞けない言葉だと受け止めました。 

 
その通り。 
そして世論を誘導した新聞が今もある！朝日新聞だ！ 
アサヒの無い日本はより良い日本！ 

 
とは言っても戦争をしたくて仕方なかったシナ、アメリカと一戦交えずに終わらせることは

難しかったでしょうけどね。しかし、その事実さえ伝えない朝日新聞！ 

 
やっぱりアサヒの無いに日本はより良い日本！ 

 
 
 

 

2009/04/26 13:53Commented by zukin さん 

花うさぎ 様 

 
こんにちは。先日はレスいただきまして恐縮です。そしてさっそくのテキスト起こし、ありが

とうございます。ナマで聞きましたが、再度じっくり中條氏の言葉をかみしめております。 

 
「つくる会」の「内紛」については、いろいろな方がいろいろなことを書かれているようで、こ

ちらも明確に白黒判断できるほど事情に通じているわけではないので、とにかく残念で

す。内輪モメしている場合ではないのに... 
 
とにかく、大和の掲載された教科書の完成を楽しみに待ちます。  

 

2009/04/26 15:50Commented by 花うさぎ さん 

To AWさん こんにちは。 
 
>そして世論を誘導した新聞が今もある！朝日新聞だ！ 
 
今の朝日とは180度違って、政府や軍の弱腰を非難して戦争を煽ったくちでしたね。 
 
>やっぱりアサヒの無いに日本はより良い日本！ 
 
NHKの抗議街宣から帰ってきたところですが、この際まとめて消えて亡くなって欲しいで

す。  

 

2009/04/26 15:54Commented by 花うさぎ さん 

To zukinさん こんにちは。 
 
＞ナマで聞きましたが、再度じっくり中條氏の言葉をかみしめております。 

 
確か登壇する前にウイスキーの水割り二杯くらい飲んでいた筈で、ざっくばらんな言い回

しで親しみが持てましたね。 
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＞内輪モメしている場合ではないのに... 
 
御意。朝日新聞に笑われたというのが屈辱以外の何ものでもないです。まあいろいろある

ものですね。 

2009/04/26 17:22

Commented by iza1948 さん 

「チャンネル桜」でも言ってました。 
もっともなことです。 
で、どうして「朝日新聞不買運動」や「ＮＨＫ受信料不払い運動」をしないのか、

不思議で仕方が無い。 
・・・と私は在日中から言っている、そして、私は払った事がないし、朝日を読まない。この

話、水島総さんにも言いましたよ。 
ＮＨＫや朝日にいくら言っても消えはしない、が、金を止めればすぐ消える。 
黴菌黴菌と騒いでも黴菌は消えない、が、消毒すれはすぐ消える。 

 

2009/04/26 19:24Commented by 花うさぎ さん 

To iza1948さん こんばんは。 
 
>ＮＨＫや朝日にいくら言っても消えはしない、が、金を止めればすぐ消える。 
 
その通り、是非消えて欲しいです。  

 

2009/04/26 20:57Commented by 花うさぎ さん 

・ニュース NHK歴史歪曲問題、三宅久之氏も激怒 
 
4月26日放送の読売テレビ「たかじんのそこまで言って委員会」 
http://supermarket.iza.ne.jp/blog/entry/1011506/  

 

2009/04/26 23:57Commented by parkmount さん 

＞個人的には、開戦は軍人が決めたのではない、国会が決めた、それはすなわち日本

国民が決めたといいきっている点が滅多に聞けない言葉だと受け止めました。 

 
こんばんは。 

 
そのとおりです。 あの戦争は軍人だけの戦争ではありません。朝日も毎日も煽り、国民

も参加した戦争です。 いい加減、被害者面した責任転嫁はやめなくては行けません。 

   

 

2009/04/27 11:32Commented by 花うさぎ さん 

To parkmountさん こんにちは。 
 
＞いい加減、被害者面した責任転嫁はやめなくては行けません。 

 
GHQに「日本国民は悪くない、悪いのは戦争を主導した軍だ」と洗脳されてその気になっ

ている、と言う構図ですね。一番の朝日をはじめ、煽ったメディアがこの件を総括していな

いのも問題です。  

 

2009/04/27 17:21Commented by parkmount さん 

To 花うさぎさん  
>To parkmountさん こんにちは。 
> 
>＞いい加減、被害者面した責任転嫁はやめなくては行けません。 
> 
>GHQに「日本国民は悪くない、悪いのは戦争を主導した軍だ」と洗脳されてその気にな

っている、と言う構図ですね。一番の朝日をはじめ、煽ったメディアがこの件を総括してい

ないのも問題です。 

 
こういう卑怯な連中ほど簡単に転びます。  ところで「卑怯」という言葉も死語になってし

まったようで、あまり使われませんね。  

 

2009/04/27 18:26Commented by 花うさぎ さん 

To parkmountさん こんにちは。 
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＞こういう卑怯な連中ほど簡単に転びます。 

 
笑ってしまうのがGHQの検閲で二日間の発行停止を食らったら、それまでの愛国論調を

180度転換して「日本悪者路線」を今日まで続けている事です。 
   
＞ところで「卑怯」という言葉も死語になってしまったようで、あまり使われませんね。 

 
本当ですね。思い出すのは70年代の全共闘闘争で、「何でお前らヘルにタオルで顔隠

す、卑怯者め」と集会で怒鳴ったのを思い出します。あれ以来、左翼は卑怯者というイメ

ージが抜け切れません(^^；。 

2009/04/28 00:38

Commented by 桜子 (sakurako) ★ さん 

zukin さま 
 
こんばんは、桜子です。 

 
■ 
> 内輪モメしている場合ではないのに... 
－－－－－－－－－－－－－－－－ 
「内輪モメ」ではありません。 

 
いいなり(中国様々にとか)にならない「つくる会」は、つぶされそうなのです。 
産経新聞は、当時、八木氏応援の謀略記事を何本も掲載しました。 
その後も、つくる会については最低限のことしか報道してくれません。 
「社長マター」ですから、発言できなくても、産経新聞の社員の方の中には、つくる会を応

援してくれている人は多いと信じています。  
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